
令和元年７月２０日 

第４回運営連絡会 メモ 

 

１ 施設の操業状況について                       （資料１） 

＜４月と５月、６月の搬入実績比較＞ 

 ○ 搬入量は、ペット、容リプラそれぞれ、 

４月：７３ｔ、３１０ｔ ５月：８８ｔ、３５１ｔ ６月：８５ｔ、３０７ｔ 

○ 一日当たり搬入量は、 

４・５・６月それぞれ１７ｔ、１９ｔ、２０ｔ  → 微増傾向 

 ○ 一日平均搬入車両台数は３６台から３８台程度で推移 

 

２ 依頼事項について 

（１）緊急停止時の復旧手順 

  想定される緊急停止は、火災、労働災害、設備機器の故障、ＶＯＣ濃度異常発生時、

いずれも復旧・確認後、操業を開始する。 

  ＜施設周辺地域住民への対応＞ 

火災            臨時運営連絡会を開催し、報告・説明を行う。 

   労働災害          運営連絡会で報告する。 

   操業に係る設備機器の故障  運営連絡会で報告する。 

   ＶＯＣ濃度異常       運営連絡会で、報告・説明を行う。 

   ※ＶＯＣの９０％以上が、ブタン、ペンタン（噴射剤・燃料）、エタノール（お酒）

である。資源物へのボンベ、スプレー缶、飲み残しのお酒、香水などの混入が原因

と考えられる。 

 

（２）イソシアネートに係る情報                      （資料２） 

  ○ウレタンフォーム、塗料、接着剤などに利用されている。 

○ほとんどが事業所から大気放出されている。 

  ○生活空間では、ベットやソファーのクッション、合成皮革、冷蔵庫の断熱材などに使

われている。 

  ○人の目や気道などに対する刺激性などがある。 

  ○喘息、接触皮膚炎などの報告がある。 

   

  



（３）ＶＯＣ四季ブランクデータ                    （資料３） 

  ○ブランクの年間平均値は、測定場所によって、４０から４２㎍／㎥である。 

  ○ただし、資料３のＴ－ＶＯＣ＝５月の運営連絡会資料（引渡性能試験 公害防止基準

測定結果）のＴ－ＶＯＣではない。測定方法が異なる。 

※資料３のＴ－ＶＯＣ 

 有害大気汚染物質測定方法マニュアルに準拠 

※５月の運営連絡会資料のＴ－ＶＯＣ  

シックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会中間報告書に準拠。 

 

（４）悪臭調査 

   臭気濃度測定を実施する。 

   測定場所：プラットホーム、保管ヤード、敷地境界（４か所）、排気口 計７か所 

   測定時期：８月の操業日の１日、最高気温が想定される時間 

（最も臭気が発生されることが予測される時期、時間） 

   測定立会：立会できなければ写真対応とする。 

 

３ 意見交換 

 

 

 

 

４ その他 

○ベール（圧縮梱包物）検査の報告 

７月４日（木） 

 ペットボトルの搬入先において、組合立会でベール検査を行った。 

 結果はＡランク（引取り品質ガイドラインを満たすレベル）であった。 

  ※Ｂランクまでは許容範囲とされている。 

  

○施設見学の受付状況 

  ７月３１日（水） 午前 東大和市民団体 

  ８月 １日（木） 午前 小平市消費者団体連絡会 

  ８月２２日（木） 午前 小平市議会議員（環境建設委員会） 

  ８月２３日（金） 午前 武蔵村山市民団体 

  ９月 ２日（月） 午前 東大和市青少年対策委員会 

  ９月２４日（火） 午前 東大和市民（園児） 

           午後 小平市廃棄物減量等推進協議会 


